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枚方市立地域活性化支援センターについて 

 

１ 趣旨 

コロナ禍が長期化する中、加速化した新しい生活様式「ニューノーマル」が人々

の生活に大きな変化をもたらしており、企業もテレワークやＤＸの推進、オンライ

ンへのシフトなど変化を迫られている。 

平成 17 年度（2005 年度）に開設した起業の創出・地域企業支援施設である地域

活性化支援センターは現下の社会・経済情勢のほか、公共交通機関のアクセスが良

くない等の要因もあり、稼働率が低い状況となっている。 

こうした状況を踏まえ、インターネット環境の改善、テレワークや創業の準備段

階から経営支援まで幅広い利用が可能となるコワーキングスペース・シェアオフィ

スの設置、子育て世代の創業・就労を支援する一時預かり保育サービスの試行実施

など、多様な利用ニーズにも応えられる環境整備を図るため、地域活性化支援セン

ターの利用環境の充実に取り組むものである。 

 

２ 目的 

○地域活性化支援センターの貸室の一部をコワーキングスペース・シェアオフィス

として改修整備し、新たな機能を整備・拡充することで、テレワークによる事業

推進のための環境を整え、課題解決を図る。 

○コワーキングスペースでは、子育て世代の創業・就労への支援や若手起業家の育

成など環境づくりに取り組む。 

○シェアオフィスには、専門分野に強みを持つ事業者（副業マッチング事業者等）

を誘致し、当該事業者が備えている機能をセンターで活用することにより、市内

中小企業のＤＸ推進などの課題を解決する先駆的なセンター、地域を目指す。 

 

３ リニューアルオープンに向けて 

 ①実施時期  令和６年４月 

 ②主な取組 

・無料 Wi-Fi の導入 

・コワーキングスペース・シェアオフィスの設置 

・一時預かり保育サービスの試行実施 

・専門分野に強みを持つ事業者の誘致 

 ③財源  デジタル田園都市国家構想推進交付金 
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４ 地域活性化支援センターの目指すべきビジョン 

  別紙のとおり 

 

５ 整備手法 

枚方市産業振興対策審議会からの意見「スペースを作っただけでは交流は生まれ

ない。単なるハード整備に留まらない、ソフト面で特長を有する施設となるよう積

極的な取組を期待する」のほか、設計段階から工事施工者が参画することが出来、

専門分野での技術力を有効活用し、ブランディングや空間デザインの選定、工程管

理の最適化によるコスト削減や工期短縮を図ることが可能となる、総合管理、デザ

イン・設計、工事監理、施工、プロモーションの公募型プロポーザルで実施する。 

 

６ スケジュール（予定） 

日程 予定 

令和５年４～７月 事業者選定審査会の開催（３回） 

令和５年 10 月 or 12 月 地域活性化支援センター条例の一部改正 

令和５年９月～令和６年３月 設計・工事等 

令和６年３月 

 

 

 

新たな事業展開（副業・プロボノの活用）に向けた

講演会の開催 

コワーキングスペース・シェアオフィスの見学会の 

開催 

令和６年４月 リニューアルオープン 

 

 

【参考】 

枚方市産業振興対策審議会での審議（令和４年度） 

○地域活性化支援センターの利用環境の充実について審議（第２回及び第３回） 

○「コワーキングスペース・シェアオフィス等に関するアンケート調査」（令和４年 

８月） 

○意見具申「今後の商工業支援のあり方について」（令和４年 10 月） 

○地域活性化支援センターのビジョンを策定（第４回及び第５回） 
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